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 要 旨   

 

目的： 

本研究の目的は、大規模データベースを用いて新しい、潮流である predrinking の予測因子

を明らかにすることである。Predrinkingとは、夜パーティーあるいはバーやディスコに出か

ける前の一人あるいは友人と、自宅あるいは公共の場における飲酒として定義した。 

 

方法： 

南ドイツの郡部および都市部の高等学校全 31校の第 9および第 10学年 757名から、データ

が集められた。研究内容について講習を受けた教師が、参加の意志がある生徒に対してこの

研究の背景とどのように調査を行うかを説明し、両親からインフォームド・コンセントを得

て、同意した生徒にはオンラインの質問票を用いた調査へのアクセス方法を説明した。質問

票には AUDITの内容も含まれた。 

 

結果： 

特に頻繁に Predrinking 行動をする者はより危険の多い飲酒や、頻繁に争いに巻き込まれた

り、飲酒に起因する意識喪失を経験していた。また彼らは飲酒する際により多くの頻度で酔

っ払う意向があった。 

 

結論： 

Predrinkingは、特に頻度が高いときは危険な行動であることが明らかになった。この行動は

新しい若者の文化の一つでありリスクと関連する特定のグループに限ってみられるものでは

なかった。 

 

 

 

 

 

 


